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抄録 

ミス・コミュニケーションが生じる原因として，共通基盤の違いがある．この違いを平準化するため，難

解語を特定し，平易化することが重要である．しかし，機能性表示食品の一般消費者向け情報に含まれる

難解語を特定するための形態素解析用辞書はない．そこで，形態素解析用辞書の作成およびその精度評価

を目的とした．医学または臨床試験用語を収録する 10種類の用語集（取得用語数 973,895語）を用い，

203,095通りの辞書を作成した．その後，機能性表示食品の一般消費者向け情報 1,310件からランダムに

66件（4.65%）抽出し，作成した全辞書の精度評価を行った（データ取得日 2018年 7月）．その結果，最

も再現率が高い辞書（検出数：MeCab 1,725，マニュアル 529，精度：適合性 0.283，再現性 0.924，F値 0.434）

で，F値は最大 0.961となると推定された．今後，さらに実証研究の実施が望まれる． 
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1. はじめに 
機能性表示食品は，2015 年 4 月 1 日に施行さ

れた食品表示法に基づく食品表示基準により，

事業者等の責任の下で，科学的根拠に基づき機

能性を表示することができるものである[1]． 

機能性表示食品の機能性および安全性の情

報を消費者向けに加工した情報（以下，一般消

費者向け情報）が，消費者庁のホームページにて

一般公開されている．しかし，この一般消費者向

け情報を作成するのは専門家であるため，消費

者にとって理解の妨げになる医学用語や臨床試

験用語といった日常生活では使用頻度が少ない

難解語を特定し，その用語を平易にすることが重

要である．この現状を把握するためには，一般消

費者向け情報の文章を形態素解析することで把

握可能であるが，専門領域ごとに語彙の種類お

よびそれらの使い方が異なるため[2]，領域毎に

形態素解析用専用辞書を作成する必要がある． 

そこで我々は，一般消費者向け情報に含まれ

る難解語候補（以下、難解語）を抽出するための

形態素解析用辞書を作成することを目的とした． 

2. 方法 
1) 形態素解析用辞書の作成 

本研究における難解語の定義は，「医学または

臨床試験用語から健康食品の素材情報データ

ベースに含まれる機能性関与成分の用語を除外

した用語」とした． 

この定義と対応した形で，「医学または臨床試

験用語」を抽出するため一般公開されている 9 種

類の辞書を，さらに「機能性関与成分の用語」を

除外するために 1 種類の辞書を使用した．全

203,095 通りの形態素解析用辞書を作成した． 
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2) 形態素解析用辞書の精度評価 
(1) 解析対象 

一般消費者向け情報 1,408 件のうち旧届出様

式を除いた 1,310 件を精度評価のための解析対

象情報とした（データ取得日 2018 年 7 月）．その

後，1,310 件からランダム抽出した 66 件（4.65%）

の情報を対象に，精度評価を行った． 

(2) 正解用語集合の作成 
疫学，医学および薬学分野に精通した 2 名が

独立して，解析対象 66 件の一般消費者向け情

報 か ら難 解 語 を マ ニュア ル 抽 出 （ TP ： True 

Positive＋FN：False Negative）した．その後，意

見が分かれた用語については 2 名で討議を行い，

疑義がなくなるまで繰り返し検討を重ねた． 

(3) 形態素解析の実行 
形態素解析用辞書 203,095 種類を用いて，解

析対象 66 件の一般消費者向け情報の形態素解

析を行い，難解語を抽出した．形態素解析エンジ

ンは，オープンソースの MeCab 0.996 を使用した．

形態素解析の結果は，“TP：True Positive＋FP：

False Positive”で示された． 

(4) 精度評価 
形態素解析用辞書の精度評価の指標として再

現率，適合率，F 値を採用した． 

(5) 形態素解析用辞書の採用 
精度評価の結果，再現率または F 値が最も高

い辞書（以下，前者の辞書を用いた検討を「条件

x1」，後者の辞書を用いた検討を「条件 x2」とし

た）を一般消費者向け情報に含まれる難解語を

抽出するための候補辞書とした．その後，「条件

x1」または「条件 x2」のどちらの辞書を選択した場

合，最終的に難解語の抽出精度がより向上する

のかを予測するため試行実験を行った． 

3) 難解語候補の抽出 
最終的に選択した形態素解析用辞書を用い

て，一般消費者向け情報 1,310 件を対象に形態

素解析器 MeCab で難解語を抽出した． 

3. 結果 
最終的に，再現率が最も高かった「条件 x1」の

形態素解析用辞書（抽出用語数：MeCab 1,725，

マニュアル 529，精度：適合性  0.283，再現性 

0.924，F 値  0.434）を用いた場合，F 値は最大

0.961 となると推定された．この形態素解析用辞

書を用いて，一般消費者向け情報 1,310 件を対

象に難解語の抽出を行った結果，例えば，摂取

（15,232 回），評価（7,315 回），健康（4,885 回）と

いった用語の他、計 541 種類の難解語が抽出さ

れた．今後，実証研究の実施が望まれる． 

4. 考察 
一般消費者向け情報に含まれる難解語を抽出

するために 203,095通りの形態解析用辞書から最

も再現率の高い辞書を選択した．しかし，我々が

選択した辞書の場合，現状では，再現性が 0.924

と高い一方，適合性 0.283 かつ F 値 0.434 といっ

たように，やや精度は低値であった． 

これは，既存の医学または臨床試験の用語集

の中には，これらの分野に無関係な用語が一定

数以上含まれていることが原因として考えられた． 

しかし，形態素解析用辞書の抽出精度の向上

予測のための試行実験を行った結果，我々が作

成した辞書に含まれる用語集データから医学また

は臨床試験とは無関係な用語を継続的にクリー

ニング精査することにより，辞書精度の向上見込

みを推定できたことは大きな意義があった． 

5. 結語 
機能性表示食品の機能性および安全性に関

する一般消費者向け情報に含まれる医学または

臨床試験用語といった難解語を抽出するための

新たな形態解析用辞書を作成した．今後，食のリ

スクコミュニケーション推進に向け，本研究で作成

した辞書の実社会での利活用が期待される． 

（平成 30 年度厚生労働科学研究補助金(食品の

安全確保推進研究事業)助成を受け実施した．） 
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